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１．幼児の栄養改善 - プロジェクト概要

地域に開かれた幼稚園
ケリチョー郡の幼児の栄養改善に向けて

（JICA草の根パートナー型事業 2022年-2026年）

対象準郡 ソイン・シゴウェット
西キプケリオン

対象幼稚園 カボセンオ、バレゲイウェット
カプクレスＡ、カプレリット

①幼稚園成⾧モニタリング
⑤食事モニタリング

家庭訪問

④2，3歳児の親子教室
プレイサークル

③モデル学校菜園

⑥ 幼稚園栄養デー

プログラム

②給食
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成果

１．幼児の栄養改善 – 主な成果と課題

栄養状態 栄養不良は順調に減少
• 昨年10月に28%（最低）
• 今年6月には40%近くに上昇

1年のある時期だけ栄養不良に

課題

食事の質
（IDDS 最高８食品群）

食品群の数は順調に増加
• 昨年11月は6.3食品群
• 今年4月は5.9食品群に低下

栄養状態と同様、季節に左右

プレイサークル 安定した参加人数
• 10名前後以上増えない
• Young Caregivers’ Dayを開催

父親や祖父母による同伴も

家庭での衛生
習慣と環境

実施しました…
• 人形劇で家庭の手洗い習慣
• 家庭訪問時に設備設置を普及

習慣化の程度
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o 現場のニーズに基づいた研修の企画・提供と教材開発による介入活動の充実化

 幼児の栄養改善事業 目標2つ 【前年度】

o 幼稚園での全プログラムの維持発展の仕組み「幼稚園栄養デー」の導入

１．幼児の栄養改善 – 目標の達成度と新たな目標

家庭での手洗い推進のための
人形劇。

幼稚園栄養デーで。
ケリチョー郡の2歳から5歳の幼児の

栄養改善のための
Umbrella Food Guide 

舞台監督さながらダメ
出しをするHANDS職員

Tippy Tapの設置場所
を検討する参加者
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o 現場のニーズの発見と、問題解決のための介入

 幼児の栄養改善事業 新たな目標２つ 【今年度】

o 「幼稚園栄養デー」のマルチセクターのみによる運営と継続
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１．幼児の栄養改善 – 目標の達成度と新たな目標
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活動名: ケニアの子どもたちと守る
生物多様性プロジェクト

期間：2022年4月～2025年3月
対象：ケニア共和国3郡の小学校4校

ケリチョー郡2校、ナロク郡1校
ビヒガ郡1校
ケリチョー郡ユース（18～35歳）

Phase I プロジェクトの概要 ケニアの子どもたちと守る生物多様性プロジェクト

事業実施地域

https://www.researchgate.net/figure/Kenya-County-names-as-of-2014_fig2_264348974

2． 生物多様性保全

活動内容：
o 地域の伝統野菜や伝統食文化・自生樹木の調査・記録活動を行う。
o 伝統的な食文化とそれにまつわる社会/文化的な背景の調査を通じ、

地元の生物多様性について理解する。

Partnership:
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成果 ケニアの子どもたちと守る生物多様性プロジェクト

2． 生物多様性保全

目指したアウトカム

① ケニアの子供たちと周辺住民の地域の生物多様
性への理解が深まる。

② ケニアの住民が、生物多様性保全のための行動
（自生樹木の植林や伝統野菜の栽培、農薬使用の減
少等）を取るようになる。

③ 日本の市民が、開発途上国（ケニア）の環境保
全や生物多様性の重要性に関心を持つようになる。

成果

①② ケニアの子供たちと周辺住民の地域の生物多様性へ
の理解が深まったと言える。（肯定的な意識の変化：生徒2
ポイント増、保護者1ポイント減、肯定的な意図の変化 生徒
7ポイント増、保護者 5ポイント増、肯定的な行動の変化 生
徒13ポイント増、保護者9ポイント増）

② 質的調査では、多くの家庭で伝統野菜の栽培と家庭で
の調理、隣近所や市場での販売、農薬不使用の家庭菜園運
営家庭の増加、伝統文化への関心の増加等の報告があった。

③ HANDS関係者および学生を中心に多くの人に対して、
ケニアの生物多様性の重要性と生物多様性保全活動を伝え
ることができた。
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1. 収集したデータをもとに図鑑を作成・配布

2. 国レベルのUNFSS+4会議でポスター発表事業として選出

成果物 ケニアの子どもたちと守る生物多様性プロジェクト
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2． 生物多様性保全

Picture book（図鑑）
のソフトコピーはこ
ちらから。

UN Food systems summit +4 stocktake (UNFSS+4) 用ポスター
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活動名:ケニアのコミュニティと取り
組む生物多様性保全と普及

期間：2025年4月～2028年3月

対象：ケニア共和国
ケリチョー郡とビヒガ郡
ケリチョー郡 小学校2校、大学農業

科学部、伝統知を保有する未亡人グ
ループ

ビヒガ郡 ユース（18～35歳）

上位目標：
ケニアの次世代を担う子供、若者世
が、伝統知を保有する地域の大人た
ちと協力し、地域の生物多様性の重
要性を理解し、それを守るための動
をとる。

Phase II  プロジェクトの概要 ケニアのコミュニティと取り組む生物多様性保全と普及

https://www.researchgate.net/figure/Kenya-County-names-as-of-2014_fig2_264348974
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2． 生物多様性保全



認 定 特 定 非 営 利 活 動 法 人 H A N D S

1. 幼児の栄養改善
2. 生物多様性保全
3.  今後の予定

13

目次



認 定 特 定 非 営 利 活 動 法 人 H A N D S

14

食や緑を通じて、子どもたちと未来を創る!

女性グループ主催の地域の子供たちに伝統食文化を教える郷土色デモの
様子。教会の日曜学校の生徒たちに、伝統作物で作る伝統食の調理法を
教えている。東京農業大学の学生チームもデモに参加し、HANDSの取り

組みを視察。日本の農や食文化を担う次世代にも普及した。

まだ幼い娘のために箱庭のようなミニ家庭菜園
を作り、プレイサークルで学んだ多様な作物を
一緒に育てているプレイサークル参加母子。家

庭訪問した地域ボランティアに披露。


